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食
料
領
域
主
任
研
究
官
　
小
泉
　
達
治 

本
稿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
政
策
研
究
第
１５
号
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
政
策
と
生
産
構
造
に
つ
い
て
の
比
較
・
分
析
』（
平
成
２１
年
６
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

          １
　
は
じ
め
に
 

 
世
界
の
植
物
油
需
要
量
は
、
中
国
を
は
じ

め
と
す
る
途
上
国
の
所
得
向
上
等
に
よ
り
増

加
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
世
界

の
植
物
油
消
費
量
の
３
割
を
占
め
る
パ
ー
ム

油
は
、
２
０
０
５
年
に
は
大
豆
油
を
抜
き
、

世
界
で
最
も
多
く
供
給
さ
れ
る
植
物
油
と
な

っ
た
。
現
在
、
パ
ー
ム
油
の
主
産
国
で
あ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
で

は
、
農
業
振
興
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題

等
へ
の
対
応
か
ら
、
パ
ー
ム
油
由
来
中
心
の

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
普
及
と
生
産
の
拡
大

を
図
っ
て
い
る
。 

本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ

ア
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
政
策
・
生

産
構
造
の
比
較
・
分
析
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
な
お
、
以
上
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー

シ
ア
に
お
け
る
バ
イ
オ
燃
料
政
策
の
展
開
と

パ
ー
ム
油
需
給
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、

２
０
０
７
年
１１
月
２８
日
〜
１２
月
５
日
に
か
け

て
マ
レ
ー
シ
ア
（
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
産
業

省
パ
ー
ム
油
庁
、
国
際
貿
易
産
業
省
、
水
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
通
信
省
、
マ
レ
ー
シ
ア
大
学

（
U
P
M
）、
連
邦
土
地
開
発
公
社
等
）、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
（
農
業
省
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

総
局
、
農
業
省
社
会
・
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
、

技
術
評
価
応
用
庁
、
工
業
省
、
ボ
ゴ
ー
ル
農

科
大
学
、
ダ
ル
マ
・
ペ
ル
サ
ダ
大
学
、
バ
イ

オ
燃
料
工
業
会
等
）
に
お
い
て
現
地
調
査
を

行
っ
た
。 

 

2
　
バ
イ
オ
燃
料
の
特
性
 

 
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
（B

ioenergy

）
と
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
を
化
学
反
応
さ
せ
て
得
ら
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
バ
イ
オ

マ
ス
（B

iom
ass

）
と
は
、
重
量
ま
た
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
で
示
す
生
物
体
の
量
、
あ
る
い

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
工
業
原
料
の
資
源
と
し
て

見
た
生
物
体
と
し
て
の
資
源
を
意
味
す
る
（
山

地
・
山
本
・
藤
野
　
２
０
０
０
）。
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
利
用
の
形
態
に
よ
り
、
在
来

型
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
１５
％
以
下
の
非
商
業
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
と

新
型
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
高
度
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
効
率
を
有
す
る
商
業
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
主
と
し
て
産
業
用
と
し
て
使
用
）
に
分

類
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
山
地
・
山
本
・
藤

野
　
２
０
０
０
）。
こ
の
新
型
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
う
ち
、
自
動
車
用
燃
料
と
し
て
使

用
で
き
る
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
は
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
が
普
及
し

て
い
る
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
、
世
界
的

に
は
、
な
た
ね
油
、
パ
ー
ム
油
、
大
豆
油
と

い
っ
た
植
物
油
を
主
原
料
と
し
て
生
産
さ
れ

て
い
る
。
E
U
で
は
な
た
ね
油
を
、
米
国
で

は
大
豆
油
を
主
原
料
と
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
植
物
油
脂
そ
の

ま
ま
で
は
粘
度
が
高
く
、
燃
料
と
し
て
の
使

用
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
脂
肪
酸
メ
チ
ル
エ

ス
テ
ル
（
F
A
M
E
）
に
変
換
す
る
こ
と
で
粘

度
を
下
げ
て
い
る
。
製
品
と
し
て
の
F
A
M
E

は
一
般
的
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
呼
ば
れ

て
い
る
（
石
川
、
山
崎
、
岩
本
、
小
坂
田
、

宮
脇
、
相
良
（
２
０
０
５
））。 

バ
イ
オ
燃
料
は
、
化
石
燃
料
と
異
な
る
特

徴
が
あ
る
。
ま
ず
、
第
１
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
化
石
燃
料
の
よ
う

に
地
域
的
に
偏
在
せ
ず
、
地
球
規
模
に
広
く

原
料
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

第
２
に
、
バ
イ
オ
燃
料
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
」（
C
O
２

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
と
い

う
特
性
を
有
す
る
。
バ
イ
オ
燃
料
の
使
用
増

加
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
使
用
削
減
を
通
じ
て

地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
と
い
う
観
点
か

ら
、
バ
イ
オ
燃
料
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
で
あ
る
意
味
は
重
要
で
あ
る
。
第
３
に
、

バ
イ
オ
燃
料
を
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
の
代
替
燃

料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ソ
リ

ン
・
軽
油
の
需
要
量
の
低
減
が
可
能
と
な
る
。

原
油
の
需
要
量
削
減
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
向
上
な
ら
び
に
、
貿
易
収
支
の
改
善
に
も

寄
与
す
る
。
第
４
に
、
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産

は
、
農
産
物
に
対
し
て
新
規
の
市
場
を
創
出

し
、
農
業
・
農
村
経
済
の
活
性
化
を
も
た
ら

す
。  3

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
イ
オ
 

　
　
燃
料
生
産
と
政
策
の
課
題
 

 
（１）　  
　
バ
イ
オ
燃
料
政
策
の
導
入
目
的
と
背
景
 

 イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
世
界
最
大
の
パ
ー
ム

油
生
産
国
で
あ
り
、
２
０
０
８
／
０
９
年
度

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
 

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
政
策
と
生
産
構
造
に
つ
い
て
の
比
較
・
分
析
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の
生
産
量
は
１，
９
５
０
万
ト
ン
と
世
界
の

パ
ー
ム
油
生
産
量
の
４５
・
６
％
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、
２
０
０
８
／
０
９
年
度
の
パ
ー

ム
油
の
輸
出
量
は
１，
４
６
５
万
ト
ン
と
世

界
の
輸
出
量
の
４５
・
１
％
を
占
め
て
お
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
次
ぐ
世
界
最
大
の
パ
ー
ム
油

輸
出
国
で
あ
る
（U

SD
A

‐F
A
S 

２
０
０
９
）。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
石
油
の
消
費
量
は

１
９
９
０
年
以
降
、
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
、

石
油
の
生
産
量
は
１
９
９
９
年
以
降
減
少
傾

向
に
あ
り
、
石
油
の
輸
出
国
と
し
て
O
P
E
C

に
加
盟
し
て
い
る
も
の
の
、
２
０
０
３
年
以

降
は
石
油
の
純
輸
入
国
で
あ
る
。
石
油
の
消

費
量
（
２
０
０
６
年
）
は
年
間
６，
０
０
０

万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
う
ち
５０
％
が
輸
送
用
燃

料
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
石
油
輸
入

依
存
度
軽
減
の
た
め
バ
イ
オ
燃
料
を
中
心
と

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
国
家

レ
ベ
ル
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
貧
困
層
は
２
０
０
７
年
３
月
現
在

３，
７
２
０
万
人
で
あ
り
、
全
人
口
の
１６
・

６
％
を
占
め
る
。
ま
た
、
２
０
０
７
年
３
月

現
在
の
失
業
者
は
１，
０
５
５
万
人
に
達
し
、

貧
困
層
の
削
減
、
失
業
者
対
策
も
国
家
レ
ベ

ル
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
（P

iyarson 

２

０
０
７
）。 

こ
う
し
た
状
況
下
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

で
は
、
石
油
輸
入
依
存
度
削
減
、
貧
困
の
削

減
・
雇
用
の
拡
大
等
の
観
点
か
ら
「
国
家
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
」（N
ational E

nergy P
olicy

‥
２
０
０
６
年
大
統
領
令
第
５
号
）
に
基
づ

き
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
中
核
と
す
る
バ

イ
オ
燃
料
の
積
極
的
な
普
及
・
増
産
政
策
を

発
表
し
た
。「
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」
で

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
の
う
ち
石
油
由
来

の
割
合
を
現
在
の
５１
・
６
％
か
ら
２
０
２
５

年
ま
で
に
２０
％
に
減
ら
し
、
再
生
可
能
燃
料

の
割
合
を
１７
％
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
内
訳

は
、
バ
イ
オ
燃
料
を
５
％
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
５
％
、
バ
イ
オ
マ
ス
・
原
子
力
・
太
陽

光
・
風
力
等
か
ら
５
％
、
石
炭
液
化
か
ら
５

％
で
あ
る
。
バ
イ
オ
燃
料
政
策
と
し
て
は
、

短
期
的
に
は
貧
困
削
減
、
雇
用
創
出
が
主
な

目
的
で
あ
る
が
、
長
期
的
に
は
石
油
輸
入
依

存
度
の
軽
減
が
目
的
で
あ
る
。 

 
（２）　  
　
バ
イ
オ
燃
料
政
策
の
展
開
 

 バ
イ
オ
燃
料
に
関
し
て
は
、
２
０
０
６
年
に

大
統
領
を
ヘ
ッ
ド
に
１３
省
庁
の
閣
僚
等
か
ら

構
成
さ
れ
るN
ational C

om
m
ittee

に
よ
り
、

国
家
バ
イ
オ
燃
料
計
画
（N

ational P
lan on 

B
iofu
el

）
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（R

oad
m
ap
 

for 
B
iofu
els 
D
ev
elop
m
en
t

）
が
発
表
さ

れ
た
。
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
と
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
等
に
つ
い

て
の
計
画
の
拡
大
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
０

年
ま
で
に
全
国
レ
ベ
ル
で
輸
送
用
軽
油
に
対

し
て
１０
％
混
合
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
全
国

レ
ベ
ル
で
同
１５
%
混
合
、
２
０
２
５
年
ま

で
に
同
２０
％
混
合
と
し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
生
産
を
２
０
１
０
年
ま
で
に
２
４
０
万
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
４
５
０

万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
１，

０
２
０
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
計
画
で
あ

る
。
原
料
は
パ
ー
ム
油
に
加
え
て
ジ
ャ
ト
ロ

フ
ァ
（Jatrop

h
a 
cu
rcas

）　（1）
を
活
用
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
コ
ナ
ッ

ツ
オ
イ
ル
等
か
ら
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生

産
に
つ
い
て
も
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
。 

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
２
０

１
０
年
ま
で
に
全
国
レ
ベ
ル
で
プ
レ
ミ
ア
ム

ガ
ソ
リ
ン
に
対
し
て
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
５

％
混
合
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
同
１０
％
混
合
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
同
２０
％
混
合
と
し
、
こ

れ
に
よ
り
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
は
２

０
１
０
年
ま
で
に
１
５
０
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、

２
０
１
５
年
ま
で
に
２
７
０
万
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
６
３
０
万
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
原
料
は
、
キ

ャ
ッ
サ
バ
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
の
糖
蜜
を
活

用
す
る
。
こ
の
他
に
も
、
ス
ィ
ー
ト
ソ
ル
ガ

ム
、
サ
ゴ
、
と
う
も
こ
ろ
し
か
ら
の
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
つ
い
て
の
研
究
開
発
を

行
っ
て
い
る
。 

国
家
バ
イ
オ
燃
料
計
画
で
は
、
バ
イ
オ
燃

料
生
産
拡
大
の
た
め
に
、
２
０
１
０
年
ま
で

に
パ
ー
ム
、
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ

の
作
付
面
積
を
１
５
０
万
ha
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
作
付
面
積
を
７５
万
ha
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
他
にN

ation
al 

C
om
m
ittee

に
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
戦
略
計

画
」（S

trateg
ic 
P
lan

）
で
は
、
２
０
１
５

年
ま
で
に
新
規
に
パ
ー
ム
油
の
作
付
面
積
を

４
０
０
万
ha
に
拡
大
し
、
年
間
１，
７
７
０

万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生

産
を
行
い
、
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
に
つ
い
て
も
新

規
に
３
０
０
万
ha
の
作
付
面
積
を
４
５
０
万

ha
に
拡
大
し
、
年
間
１
０
０
万
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
を
計
画
し
て

い
る
。 

政
府
で
は
バ
イ
オ
燃
料
生
産
に
対
し
て
大

規
模
な
税
控
除
・
補
助
金
は
導
入
し
て
い
な

い
が
、
１
０
０
万
ド
ル
以
上
の
バ
イ
オ
燃
料

施
設
を
建
設
し
た
業
者
に
は
６
年
間
で
毎
年

５
％
ず
つ
の
税
控
除
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
他
に
政
府
と
し
て
は
、
内
外
か
ら
の
バ
イ

オ
燃
料
に
関
す
る
投
資
を
集
め
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
各
地
で
進
め
て
い
く
方

針
で
あ
る
。 

ま
た
、
政
府
で
は
、
国
内
２
０
０
の
村
落

に
お
い
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
村
」（E

SSV

、

E
nergy 

Self 
Sufficient 

V
illage

）
を
構

築
し
、
地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
拡
大
や

貧
困
の
削
減
を
図
っ
て
い
る
。
E
S
S
V
は
、

地
方
政
府
、
公
営
企
業
、
民
間
企
業
に
よ
る

フ
ァ
ン
ド
で
運
営
さ
れ
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
の
他
に
も
バ
イ
オ
ガ
ス
、
薪
等
多
種
の
バ

ジャトロファの実（インドネシア　ジャカルタ市内） 
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イ
オ
マ
ス
資
源
由
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

す
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
で
は
、
E
S
S
V

を
２
０
０
９
年
に
は
９
０
０
ま
で
増
や
す
計

画
で
あ
る
。 

 （３）　  
　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
構
造
と
課
題
 

 １）
生
産
の
現
状
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
２２
の
工
場
で
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
生
産
し
て
お
り
、
２
０
０

８
年
の
生
産
量
は
２５
万
ト
ン
と
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
（F

.O
.L
icht

２
０
０
８
）。

ま
た
、
２
０
０
８
／
０
９
年
度
年
に
お
い
て

は
パ
ー
ム
油
需
要
量
の
１
・
７
％
が
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
向
け
で
あ
る
　（2）

。
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
の
軽
油
へ
の
混
合
は
、
当
初
５
％
（
B

５
）
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
生
産

コ
ス
ト
の
上
昇
か
ら
２
・
５
％
（
B
２
・
５
）

と
な
っ
て
い
る
。
B
２
・
５
（
一

部
B
５
）
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

２
０
１
カ
所
、
ス
ラ
バ
ヤ
で
１５

カ
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

販
売
、
B
５
等
は
ジ
ャ
カ
ル

タ
お
よ
び
マ
ラ
ン
に
お
け
る
５

カ
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

販
売
さ
れ
て
い
る
。 

２）　 
　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
 

 
 
生
産
構
造
と
課
題
 

 イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
パ
ー

ム
油
の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
コ
ス
ト

が
上
昇
し
た
。
パ
ー
ム
油
の
国

際
価
格
（P

alm
 
O
lein
 
R
B
D
 

M
al.ciff 

R
otterd

am

）
は
２

０
０
１
年
の
２
７
７
U
S
$
／
t

か
ら
２
０
０
７
年
９
月
に
は
８

８
３
U
S
$
／
t
へ
と
高
騰
し

た
（
第
１
図
）。
パ
ー
ム
油
由

来
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産

コ
ス
ト
の
特
徴
と
し
て
は
、
原

料
と
な
る
パ
ー
ム
油
価
格
が
全

体
の
８５
％
を
占
め
る
こ
と
で
あ

る
。
複
数
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
製
造
業
者

団
体
か
ら
の
聞
き
取
り
結
果
か
ら
　（3）

、
２
０

０
７
年
９
月
時
点
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
生
産
コ
ス
ト
は
、
精
製
パ
ー
ム
油
生
産

が
１
０，
０
７
３
R
P
（
９１
・
７
円
）　（4）
／
L
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
製
造
コ
ス
ト
（
労
賃
、

電
力
費
、
触
媒
等
）
が
１，
６
９
８
R
P
（

１５
・
５
円
）
／
L
と
合
計
１
１，
７
７
１

R
P
（
１
０
７
・
１
円
）／
L
で
あ
る
。
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

山
崎
、
鍋
谷
、
相
良
（
２
０
０
５
）
が
調
査

し
た
３，
５
０
０
R
P
／
Ｌ
（
３２
・
０
円
）

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
パ
ー

ム
油
価
格
の
上
昇
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

２
０
０
７
年
９
月
時
点
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
生
産
コ
ス
ト
１
１，
７
７
１
R
P

（
１
０
７
・
１
円
）／
L
に
対
し
て
、
軽
油
は
、

４，
３
０
０
R
P
（
３９
・
４
円
）／
Ｌ
で
あ
り
、

軽
油
に
対
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
競
争

力
を
有
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
・
軽
油
価
格

に
つ
い
て
国
際
価
格
よ
り
も
低
い
水
準
で
小

売
価
格
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
差
額
は

政
府
か
ら
の
補
助
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
対
し
て

は
何
ら
補
助
・
税
控
除
措
置
も
適
用
さ
れ
て

い
な
い
。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
当
初
、
Ｂ
５
が
計

画
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
生
産
コ
ス
ト
の
上

昇
か
ら
、
混
合
率
を
２
・
５
％
に
設
定
し
て

い
る
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
販
売
し
て
い

る
国
営
石
油
会
社
「
プ
ロ
タ
ミ
ナ
」
で
は
、

Ｂ
２
・
５
計
画
の
推
進
に
よ
り
、
２
０
０
７

年
に
は
約
７，
０
０
０
億
ル
ピ
ア
（
８５
・
３

億
円
）
の
損
失
を
計
上
し
た
た
め
、
こ
の
損

失
を
政
府
・
議
会
に
対
し
て
補
填
す
る
よ
う

強
く
求
め
て
い
る
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
産

業
界
に
と
っ
て
は
、
補
助
・
税
制
優
遇
措
置

が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
の
義
務
化
も
実
現
し
て
い
な
い
等
の

不
満
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
政
府
に
対
し
て
強

く
要
望
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
他
に
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
政
策
は
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
欠
如
し
て
お
り
、
各
省
庁
間

の
調
整
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た

点
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
製
造
業
者
団
体
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
　（3）
。 

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
者
に
と
っ
て
は
、

国
内
で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
生
産
し
て
も

赤
字
に
な
る
一
方
で
あ
り
、
政
府
か
ら
の
補

助
・
税
制
控
除
が
な
い
と
生
産
を
続
け
る
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
。
し
か
し
、
国
内
の
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
者
が
生
産
を
続
け
る
理
由

は
、
Ｅ
Ｕ
を
中
心
に
中
国
、
韓
国
、
日
本
に

対
し
て
の
輸
出
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
期

待
し
て
い
る
。 

前
述
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
コ
ス
ト

に
輸
送
コ
ス
ト
（
船
賃
、
保
険
料
込
み
）
、

E
U
共
通
関
税
を
加
え
て
ド
ル
換
算
　（5）

し
た

と
こ
ろ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
価
格
は
１
・
３９
U
S
＄
／
L
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
E
U
に
お
け
る
な
た
ね
油

を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
コ

ス
ト
は
１
・
５８
U
S
＄
／
L
と
な
る
　（6）
。 

国
際
パ
ー
ム
油
価
格
は
、
２
０
０
８
年
３

月
に
は
１，
３
８
５
U
S
$
／
ト
ン
ま
で
上

昇
し
て
い
た
が
、
穀
物
や
他
の
植
物
油
・
油

糧
種
子
と
同
様
、「
金
融
不
安
」
に
よ
る
商
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注．Palm Olein RBD, Mal.cif.Rotterdamの価格（Oil World ２００９）.

第1図　国際パーム油価格の推移 
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品
市
場
か
ら
の
資
金
流
出
、
世
界
的
な
不
況

に
よ
る
需
要
の
減
退
懸
念
等
か
ら
、
２
０
０

８
年
９
月
以
降
は
下
落
し
、
２
０
０
８
年
１１

月
に
は
６
０
６
U
S
$
／
ト
ン
ま
で
下
落
し

た
。
し
か
し
、
２
０
０
９
年
１
月
以
降
は
再

び
上
昇
し
、
２
０
０
９
年
４
月
に
は
８
５
５

U
S
$
／
ト
ン
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
際
原
油
価
格
（W

T
I price F

O
B

）
も
２

０
０
８
年
６
月
に
は
１
３
３
・
９
U
S
$
／

バ
レ
ル
ま
で
上
昇
し
た
が
、
同
年
９
月
以
降
、

大
幅
に
下
落
し
、
２
０
０
９
年
４
月
現
在
は
、

４９
・
６
U
S
$
／
バ
レ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
は
、
軽
油
に
対
す
る
価

格
競
争
力
を
依
然
と
し
て
有
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
（４）　  
　
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
か
ら
の
バ
イ
オ
 

　
　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
の
可
能
性
と
課
題
 

 イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
最
近
、
ジ
ャ
ト
ロ

フ
ァ
と
い
う
油
糧
植
物
が
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
生
産
用
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お
り
、「
国

家
バ
イ
オ
燃
料
計
画
」
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

も
そ
の
生
産
拡
大
の
可
能
性
が
記
述
さ
れ
て

い
る
。
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
は
年
間
降
雨
量
４
０

０
m
m
以
下
の
乾
燥
地
帯
で
も
育
ち
、
干
ば

つ
や
害
虫
に
も
強
い
た
め
、
作
物
生
産
に
不

向
き
な
「
荒
れ
地
」
の
多
い
西
ヌ
サ
・
ト
ゥ

ン
ガ
ラ
諸
島
や
西
チ
モ
ー
ル
島
を
中
心
に
、

作
付
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
で
は
、
貧
困
対
策
と
し
て
、
ジ
ャ

ト
ロ
フ
ァ
を
作
付
け
し
て
、
そ
れ
を
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
原
料
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

生
産
さ
れ
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
燃
料
用

に
限
定
せ
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
村
」
に

お
け
る
住
民
用
の
電
力
供
給
等
に
活
用
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。 

ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
は
、
果
実
が
収
穫
で
き
る

ま
で
に
半
年
か
か
り
、
そ
の
後
１５
〜
２０
年
、

収
穫
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ

ャ
ト
ロ
フ
ァ
の
実
は
「
ソ
ル
ボ
」
と
い
う
毒

性
が
あ
り
、
食
用
に
不
向
き
で
あ
る
た
め
、

食
用
と
競
合
し
な
い
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ト
ロ

フ
ァ
は
、
ア）

収
量
が
パ
ー
ム
油
に
比
べ
て

低
い
こ
と
、
イ）

果
実
の
価
格
が
不
安
定
（
５

０
０
R
P（
４
・
６
円
）　（4）
／
L
〜
１，
５
０
０

R
P（
１３
・
７
円
）／
L
の
範
囲
で
変
動
）
で

あ
る
こ
と
、
ウ）

政
府
か
ら
の
果
実
の
価
格

支
持
政
策
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
エ）

農
家
へ
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
、
オ）

農
家

が
栽
培
し
て
も
販
売
先
が
確
保
さ
れ
に
く
い

こ
と
、
カ）

種
子
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
等

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。 

 　
　
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
 

4
　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
・
 

　
　
政
策
の
展
開
と
課
題
 

 
（１）　  
　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
政
策
の
概
要
 

 マ
レ
ー
シ
ア
で
は
最
近
の
経
済
成
長
か
ら

石
油
消
費
量
が
１
９
９
０
年
か
ら
２
０
０
４

年
に
か
け
て
年
平
均
５
・
８
％
増
加
す
る
一

方
、
生
産
量
は
同
１
・
７
％
の
増
加
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
産
油
国
で
あ

る
も
の
の
、
政
府
と
し
て
は
将
来
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
確
保
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
２
０
０
４
／
０
５

年
度
ま
で
は
、
世
界
最
大
の
パ
ー
ム
油
生
産

国
で
あ
り
、
２
０
０
８
／
０
９
年
度
の
生
産

量
は
１，
７
７
０
万
ト
ン
と
世
界
の
パ
ー
ム

油
生
産
量
の
４１
・
４
％
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
、
２
０
０
８
／
０
９
年
度
の
パ
ー
ム
油
の

輸
出
量
は
１，
５
３
０
万
ト
ン
と
世
界
の
輸

出
量
の
４７
・
１
％
を
占
め
て
お
り
、
世
界
最

大
の
パ
ー
ム
油
輸
出
国
で
あ
る
（U

S
D
A
-

F
A
S 

２
０
０
９
）。 

パ
ー
ム
油
か
ら
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生

産
の
技
術
開
発
は
１
９
８
２
年
か
ら
政
府
や

石
油
企
業
で
あ
る
「
ペ
ト
ロ
ナ
ス
」

に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
マ

レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
石
油
の
海
外

依
存
度
の
低
減
、
パ
ー
ム
油
価
格

の
安
定
、
バ
イ
オ
燃
料
の
輸
出
等

を
目
的
と
し
て
２
０
０
６
年
３
月
に

「
国
家
バ
イ
オ
燃
料
計
画
」（N

ational 
B
iofuel P

olicy

）
を
発
表
し
、
パ

ー
ム
油
由
来
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
の
生
産
・
普
及
を
促
進
す
る
方

針
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０

０
６
年
６
月
に
は
「
マ
レ
ー
シ
ア

バ
イ
オ
燃
料
産
業
法
」（M

alaysian 
B
iofuel Industry A

ct 

２
０
０

６
）
が
制
定
さ
れ
、
国
内
で
の
普

及
拡
大
や
混
合
率
に
つ
い
て
２
０

０
８
年
を
目
途
に
検
討
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
に

お
け
る
バ
イ
オ
燃
料
と
は
、
パ
ー

ム
油
由
来
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

の
こ
と
で
あ
り
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
・

糖
蜜
等
を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

の
開
発
は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
異
な
り
、
新
規
に
開
拓
す
る
農
地

が
少
な
い
た
め
、
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
か
ら
の
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
は
行
っ
て
い
な
い
。

こ
の
国
家
バ
イ
オ
燃
料
計
画
は
、
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
産
業
省
が
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、

首
相
の
強
い
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
の
下
、
関
係

省
庁
が
連
携
し
て
政
策
を
推
進
し
て
い
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
産
業
省
や
国
際
貿
易
産

業
省
と
い
っ
た
一
部
の
省
が
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
政
策
を
進
め
て
い
る
。 

バイオディーゼル工場施設（マレーシア　クアラルンプール近郊） 
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（２）　  
　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
構
造
と
課
題
 

 マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
２
０
０
８
年
の
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
量
は
１７
万
ト
ン
で
あ

る
（F

.O
.L
icht 

２
０
０
８
）。
ま
た
、
２
０

０
８
／
０
９
年
度
年
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
パ
ー
ム
油
需
要
量
に
お
け
る
１
・
０

％
が
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
向
け
で
あ
る
　（2）

。

２
０
０
７
年
４
月
か
ら
は
、
軽
油
に
対
し
て

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
５
％
ま
で
混
合
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
２
０
０
６
年
に
政
府

で
は
、
９６
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
業
の
認
可
を
行
い
、
そ
の

う
ちG

olden H
ope

社
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
産
業
省
等
の
出
資
に
よ
り
、
８
工
場
が
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
の
開
始
を
発
表
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産

コ
ス
ト
の
う
ち
原
料
で
あ
る
パ
ー
ム
油
の
コ

ス
ト
が
８５
％
を
占
め
て
い
る
。
パ
ー
ム
オ
イ

ル
の
価
格
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

パ
ー
ム
油
価
格
の
高
騰
は
、
最
近
の
マ
レ
ー

シ
ア
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
を

困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。
政
府
関
係
者
、

研
究
者
ら
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
　（7）

、

２
０
０
７
年
９
月
時
点
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
生
産
コ
ス
ト
は
、
原
料
代
３
・
６

リ
ン
ギ
（
９７
・
８
円
）　（8）
／
L
、
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
精
製
コ
ス
ト
（
労
賃
、
電
力
費
、
触

媒
等
）
０
・
６
リ
ン
ギ
（
１６
・
３
円
）／
L

の
合
計
４
・
２
リ
ン
ギ
（
１
１
４
・
１
円
）

／
L
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
軽
油
小
売

価
格
は
１
・
５８
リ
ン
ギ
（
４２
・
９
円
）／
Ｌ

で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
同
様
に
軽
油
に

対
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
競
争
力
を
有

し
て
い
な
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
で
も
、
ガ

ソ
リ
ン
・
軽
油
の
小
売
価
格
は
国
際
価
格
よ

り
も
低
い
水
準
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
１
・

５８
リ
ン
ギ
（
４２
・
９
円
）／
Ｌ
の
う
ち
、
０
・

５８
リ
ン
ギ
（
１５
・
８
円
）
は
政
府
か
ら
の
補

助
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
対
し
て
は
、
政
府
か
ら

の
補
助
・
税
控
除
措
置
が
何
も
適
用
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
点
が
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
よ

り
も
化
石
由
来
燃
料
を
優
遇
し
て
い
る
た
め
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
、
軽
油
に
対
し
て
競

争
力
を
有
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
状
況
下
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
製
造
業
者
が
国
内
向
け
に

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
出
荷
し
て
も
損
失
が

出
る
一
方
と
な
り
、
国
内
向
け
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
生
産
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
で
は
、
２
０

０
７
年
に
は
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
に
関

す
る
事
業
申
請
を
す
べ
て
凍
結
し
た
。
ま
た
、

政
府
で
は
、
２
０
０
７
年
ま
で
に
９６
の
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
事

業
認
可
を
行
い
、
８
工
場
が
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
生
産
を
開
始
し
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
の

工
場
に
つ
い
て
も
、
パ
ー
ム
油
の
高
騰
か
ら

２
０
０
７
年
末
ま
で
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

生
産
を
中
止
し
た
。 

前
述
の
よ
う
に
、
国
際
パ
ー
ム
油
価
格
は
、

２
０
０
６
年
以
降
上
昇
し
、
２
０
０
８
年
３

月
に
は
１，
３
８
５
U
S
$
／
ト
ン
ま
で
上

昇
し
た
も
の
の
、
２
０
０
８
年
９
月
以
降
は

下
落
し
、
２
０
０
８
年
１１
月
に
は
６
０
６
 

U
S
$
／
ト
ン
ま
で
下
落
し
た
。
パ
ー
ム
油

を
原
料
と
す
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
の

特
徴
と
し
て
は
、
原
料
と
な
る
パ
ー
ム
油
の

価
格
が
８５
％
を
占
め
る
た
め
、
パ
ー
ム
油
価

格
下
落
に
よ
り
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
コ

ス
ト
は
下
落
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
パ
ー
ム
油
価
格
下
落
を
踏
ま
え
て
、

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
で
は
、
こ
れ
ま
で
凍
結
し

て
い
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
事
業
を
再

開
す
る
方
針
に
転
換
し
、
２
０
０
８
年
１０
月

に
１，
０
２
０
ト
ン
も
の
生
産
能
力
を
有
す

る
９１
カ
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
セ
ン
ス

を
承
認
し
た
（F

.O
.L
icht 

２
０
０
９
）。
し

か
し
、
国
際
パ
ー
ム
油
価
格
は
、
２
０
０
９

年
１
月
以
降
は
再
び
上
昇
し
、
２
０
０
９
年

４
月
に
は
８
５
５
U
S
$
／
ト
ン
ま
で
上
昇

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
原
油
価
格
も
前
述

の
よ
う
に
、
２
０
０
８
年
９
月
以
降
、
大
幅

に
下
落
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
マ
レ
ー
シ

ア
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
は
、

軽
油
に
対
す
る
価
格
競
争
力
を
依
然
と
し
て

有
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
 

5
　
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
 

　
　
生
産
・
政
策
の
そ
の
他
の
課
題
 

 
（１）　  
　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
品
質
の
問
題
 

 パ
ー
ム
油
由
来
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
、

な
た
ね
油
由
来
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
比

べ
て
引
火
点
・
流
動
点
が
高
く
、
欧
州
や
日

本
等
の
高
緯
度
地
域
で
冬
季
の
使
用
が
困
難

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、
Ｂ

５
程
度
の
混
合
率
で
あ
れ
ば
、
使
用
は
問
題

な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
パ
ー
ム
油
由
来
の
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
冬
季
使
用
向
け
に
関
す

る
研
究
開
発
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
産
業
省
パ
ー
ム
油

庁
の
研
究
機
関
に
お
い
て
、
引
火
点
・
流
動

点
を
下
げ
る
た
め
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い

る
も
の
の
、
商
業
的
実
用
化
レ
ベ
ル
に
は
到

達
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
現
状
で
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
産
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
用
い
た
高
混
合
率
で
の
冬

季
寒
冷
地
で
の
使
用
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。 

 
（２）　  
　
開
発
と
社
会
的
影
響
 

 F
rien
d
s 
of 
th
e 
E
arth

（
２
０
０
５
）

ら
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
増
産
に
伴
う
パ

ー
ム
油
の
生
産
拡
大
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
森
林
破
壊
、
環
境
破

壊
の
危
険
性
が
あ
り
、
特
に
オ
ラ
ウ
ー
タ
ン

等
貴
重
な
絶
滅
危
惧
種
の
個
体
数
が
危
機
的

な
レ
ベ
ル
に
ま
で
減
少
す
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
指
摘
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
府
関
係
者
は
、
今
後
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
増
産
の
た
め
に
は
５
０
０
万
ha
の
パ
ー
ム

畑
が
新
規
に
必
要
に
な
る
が
、
２
０
０
０
年

以
降
は
、
政
府
か
ら
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
な
い

と
森
林
開
発
が
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
パ
ー

ム
畑
拡
大
の
た
め
の
乱
開
発
に
つ
い
て
は
政

府
が
厳
し
く
規
制
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い

る
。
し
か
し
、
政
府
か
ら
の
規
制
が
十
分
実

行
性
の
あ
る
も
の
か
否
か
は
不
明
確
で
あ
り
、

パ
ー
ム
油
増
産
の
た
め
の
熱
帯
林
破
壊
と
そ
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の
環
境
の
影
響
に
つ
い
て
は
今
後
、
十
分
に

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
半
島
部
に

お
け
る
パ
ー
ム
畑
の
新
規
開
発
は
限
界
が
あ

る
た
め
、
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性

は
ほ
ぼ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、

新
規
の
土
地
を
開
発
す
る
余
地
が
あ
る
東
マ

レ
ー
シ
ア
の
サ
ラ
ワ
ク
州
を
中
心
と
す
る
地

域
で
は
、
連
邦
政
府
の
監
視
や
規
制
が
十
分

に
働
い
て
い
る
か
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
パ

ー
ム
畑
の
新
規
開
発
が
環
境
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
今
後
、
十
分
に
監
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。 

パ
ー
ム
農
園
開
発
で
発
生
す
る
問
題
と
し

て
は
、
森
林
の
大
規
模
消
失
、
生
物
多
様
性

の
低
下
、
違
法
伐
採
の
併
発
、
森
林
火
災
の

発
生
、
土
地
紛
争
・
地
元
住
民
の
権
利
侵
害

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
産
過
程
で
生

じ
る
問
題
は
、
農
園
経
営
お
よ
び
工
場
操
業

に
伴
う
周
辺
環
境
汚
染
、
小
農
の
オ
イ
ル
パ

ー
ム
導
入
と
生
活
変
容
、
農
園
労
働
者
の
劣

悪
な
状
態
（
低
賃
金
、
農
薬
被
害
、
児
童
労

働
、
外
国
人
就
労
等
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
岩

佐
　
２
０
０
８
）。
こ
の
た
め
、
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
政
策
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

十
分
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。 

２
０
０
４
年
、
環
境
N
G
O
で
あ
る
世
界
自

然
保
護
基
金
（
W
W
F
）
等
が
主
導
し
、「
持

続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の
円
卓
会
議
」（R

SP
O
, 

R
oundtable on Sustainable P

alm
 O
il

）

が
設
立
さ
れ
た
。
R
S
P
O
は「
パ
ー
ム
油

の
供
給
関
係
者
内
部
の
強
調
と
当
事
者
同
士

と
の
対
話
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油

の
成
長
と
利
用
を
促
進
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
R
S
P
O
に
は
、
環
境
N
G
O
、

パ
ー
ム
油
生
産
者
、
パ
ー
ム
油
加
工
業
者
・

商
社
、
小
売
業
者
、
銀
行
・
投
資
家
、
社
会

開
発
N
G
O
等
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。
２

０
０
５
年
１１
月
「
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の

た
め
の
原
則
と
基
準
」
が
決
定
さ
れ
、「
透

明
性
の
確
保
」、「
適
用
法
令
と
規
則
の
遵
守
」、

「
環
境
に
対
す
る
責
任
と
自
然
資
源
・
生
物

多
様
性
へ
の
配
慮
」、「
生
産
者
及
び
加
工
業

者
に
よ
る
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
利
用
」、

「
労
働
者
と
被
影
響
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す

る
責
任
あ
る
対
応
」、「
新
規
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
対
す
る
責
任
あ
る
対
応
」
等
の
基
準

が
示
さ
れ
た
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
基
準
を

ど
の
よ
う
に
パ
ー
ム
関
連
企
業
全
体
に
適
用

さ
せ
て
い
く
か
等
の
課
題
が
あ
る
。 

E
U
で
は
パ
ー
ム
油
の
輸
入
量
の
８４
・
２

％
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
産
が
占

め
て
い
る
（O

il W
orld

２
０
０
８
）。
ま
た
、

２
０
０
８
／
０
９
年
度
に
お
い
て
E
U
に
お

け
る
パ
ー
ム
油
か
ら
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

生
産
量
は
５７
・
５
万
ト
ン
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
上
回
る
量
の
パ
ー
ム
油

が
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
に
使
用
さ
れ
て

い
る
（F

.O
.L
icht 

２
０
０
８
）。
一
方
、
２

０
０
８
年
の
E
U
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
輸

入
量
は
１７
・
５
万
ト
ン
と
全
体
の
輸
入
量
の

１２
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
（F

.O
.L
ich
t 

２
０

０
８
）。
こ
の
よ
う
に
、
E
U
は
製
品
と
し

て
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
輸
入
す
る
よ
り
、

パ
ー
ム
油
を
原
料
と
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
を
生
産
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
し
て
、
世

界
最
大
の
パ
ー
ム
油
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
の
生
産
地
域
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

E
U
の
バ
イ
オ
燃
料
政
策
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

マ
レ
ー
シ
ア
の
バ
イ
オ
燃
料
政
策
の
み
な
ら

ず
パ
ー
ム
油
需
給
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

E
U
で
は
、
２
０
０
８
年
１２
月
に
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
指
令
」
（P

rom
otion 

of the use of energy from
 renew

able 
sources

）
が
欧
州
議
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
全
輸
送
用
燃
料
に
占
め

る
再
生
可
能
燃
料
の
割
合
を
１０
％
に
す
る
と

い
う
義
務
目
標
を
設
定
し
た
。
こ
の
義
務
目

標
達
成
に
は
E
U
加
盟
国
の
生
産
だ
け
で
は

対
応
で
き
す
、
バ
イ
オ
燃
料
お
よ
び
バ
イ
オ

燃
料
原
料
の
輸
入
も
活
用
す
る
方
針
で
あ
る
。

輸
入
バ
イ
オ
燃
料
や
輸
入
原
料
に
つ
い
て
は
、

E
U
域
内
産
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
も
の
の
、「
持
続
可
能
性
基
準
」
を
満
た

す
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
「
持
続
可
能

性
基
準
」
は
化
石
燃
料
に
対
す
る
バ
イ
オ
燃

料
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
率
が
L
C
A
（
ラ

イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
分
析

に
よ
り
、
３５
％
以
上
、
２
０
１
７
年
か
ら
は

５０
％
以
上
、
２
０
１
７
年
以
降
の
プ
ラ
ン
ト

は
６０
％
以
上
の
削
減
義
務
が
あ
る
こ
と
に
加

え
、
生
物
多
様
性
の
高
い
土
地
　（9）

、
炭
素
貯

留
の
高
い
土
地
 （10）

で
の
バ
イ
オ
燃
料
の
原
料

生
産
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
を

定
め
て
い
る
。
E
U
の
試
算
で
は
パ
ー
ム
油

か
ら
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
の
L
C
A

分
析
で
は
、
化
石
燃
料
に
対
す
る
G
H
G
削

減
効
果
は
、
１９
％
と
「
持
続
可
能
性
基
準
」

を
大
き
く
下
回
る
 （11）

。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
パ
ー
ム
油
生
産
は
、
生

物
多
様
性
の
高
い
土
地
や
炭
素
貯
留
の
高
い

土
地
で
の
生
産
に
も
該
当
す
る
可
能
性
も
あ

る
。
こ
の
た
め
、
今
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お

よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
が
パ
ー
ム
油
お
よ
び
パ
ー

ム
油
由
来
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
E
U
に

輸
出
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
「
持
続
可
能
性

基
準
」
が
最
大
の
制
約
要
因
と
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
持
続
可
能

性
基
準
」
は
E
U
へ
の
輸
出
向
け
の
み
に
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
両
国
に
と
っ
て

パ
ー
ム
油
の
最
大
の
輸
出
先
は
E
U
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
「
持
続
可
能
性
基
準
」
の

遵
守
を
通
じ
て
、
両
国
に
お
け
る
持
続
可
能

な
パ
ー
ム
油
生
産
を
促
す
効
果
も
一
方
で
、

期
待
で
き
る
。 

 　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
 

6
　
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
 

　
　
政
策
と
生
産
構
造
に
つ
い
て
 

　
　
の
比
較
・
分
析
 

 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
に
お

け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
政
策
お
よ
び
生
産

構
造
は
、
主
原
料
が
パ
ー
ム
油
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
パ
ー
ム
油
由
来
の
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
う
ち
原
料
代
が

８５
％
を
占
め
る
点
で
生
産
構
造
は
共
通
し
て

い
る
。
ま
た
、
パ
ー
ム
油
価
格
高
騰
に
よ
り

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
が
軽
油
に
対
し
て
価
格

競
争
力
を
有
し
て
い
な
い
点
も
共
通
し
て
い

る
。
両
国
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
政

策
の
目
的
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
で
あ
る
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点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
貧
困
削
減
、
失
業
対
策
と
し
て
の
政
策
目

的
を
優
先
し
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

パ
ー
ム
油
価
格
の
安
定
を
目
的
と
し
て
い
る

点
で
政
策
目
的
が
異
な
っ
て
い
る
（
第
１
表
）。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
関
係
省
庁
が
連
携

し
て
政
策
を
推
進
し
て
短
期
的
・
中
長
期
的

な
政
策
目
標
お
よ
び
計
画
を
発
表
し
て
い
る

の
に
対
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
一
部
の
省
庁

の
み
が
政
策
を
推
進
し
て
お
り
、
中
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
パ
ー
ム
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
新
規
事
業
申
請
を
凍
結
し
、

既
存
の
工
場
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
を

中
止
し
、
パ
ー
ム
油
の
輸
出
増
加
を
積
極
的

に
行
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
０
８
年
１０
月
に

は
国
際
パ
ー
ム
油
価
格
下
落
を
受
け
て
、
こ

れ
ま
で
凍
結
し
て
い
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

生
産
事
業
を
再
開
す
る
方
針
に
転
換
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
パ

ー
ム
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
国
内
向
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
る
も
の
の
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
を

継
続
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
パ

ー
ム
油
由
来
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
他
に

も
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
か
ら
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
・
糖
蜜
か
ら
の
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
生
産
の
拡
大
も
計
画
し
て
い
る
。

一
方
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
パ
ー
ム
オ
イ
ル
由

来
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
の
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。 

以
上
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
へ
の
対

応
の
相
違
は
、
両
国
に
お
け
る
パ
ー
ム
油
所

有
形
態
と
政
策
導
入
目
的
に
相
違
が
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
パ

ー
ム
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
６０
％
を
大
企
業

が
保
有
し
、
小
規
模
の
農
家
が
所
有
す
る
割

合
は
全
体
の
１０
％
程
度
で
あ
る
（
M
P
O
B
 

２
０
０
７
）。
こ
の
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア

で
は
パ
ー
ム
農
園
の
大
部
分
を
大
企
業
が
保

有
し
て
い
る
た
め
、
企
業
と
し
て
利
益
が
出

る
か
否
か
が
産
業
政
策
上
の
重
要
な
判
断
基

準
と
な
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
政
策
の
主
要
目
的
が
パ
ー
ム
油

産
業
の
振
興
と
い
う
点
か
ら
も
、
国
際
パ
ー

ム
油
価
格
が
上
昇
し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

生
産
に
お
い
て
産
業
と
し
て
利
益
が
出
な
い

場
合
は
、
こ
れ
ま
で
承
認
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
の
事
業
申
請
を
再
度
、
凍
結
し
、
生

産
を
中
止
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

政
策
は
、
今
後
の
国
際
パ
ー
ム
油
価
格
の
動

向
次
第
で
絶
え
ず
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

と
い
う
不
安
定
な
政
策
展
開
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
政
策
変
更
は
、
中

長
期
に
バ
イ
オ
燃
料
政
策
を
進
め
て
い
く
上

で
の
障
害
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
農
業
省
に

よ
る
と
、
パ
ー
ム
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所

有
が
小
農
３３
％
、
政
府
系
企
業
が
１８
％
、
企

業
が
４９
％
と
マ
レ
ー
シ
ア
と
は
所
有
形
態
が

異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
政
策
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
よ
り
も
、
貧
困
削

減
、
失
業
対
策
を
優
先
し
て
い
る
点
か
ら
も
、

地
域
振
興
対
策
と
し
て
の
意
味
合
い
が
大
き

い
。
こ
の
た
め
、
パ
ー
ム
油
価
格
が
高
騰
し

て
も
生
産
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ジ
ャ
ト

ロ
フ
ァ
と
い
っ
た
他
の
油
糧
作
物
か
ら
の
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
や
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
生
産
を
計
画
し
て
い
る
。
特
に
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
村
」（E

SSV
, 

E
nergy 

Self 
Sufficient 

V
illage

）
を
構

築
し
、
地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
拡
大
や

貧
困
の
削
減
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
よ
う
に

大
規
模
化
を
図
る
の
で
は
な
く
、
小
規
模
な

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
村
」
の
数
を
増
や
し
、

地
域
開
発
に
活
用
で
き
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
食
料

需
給
に
影
響
を
与
え
る
パ
ー
ム
油
で
は
な
く
、

ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
か
ら
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

も
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
パ
ー
ム
油
を
主
原
料
と

す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
に

お
け
る
バ
イ
オ
燃
料
政
策
お
よ
び
生
産
構
造

は
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
現
状
は
大
き
く
異
な
る
の
で

あ
る
。 

第1表　インドネシア・マレーシアにおけるバイオディーゼル生産・政策等の比較 

生産国 

生産しているバイオ燃料の種類 

2008年生産量（単位：トン） 

原料 

主要政策目的（短期） 

主要政策目的（中長期） 

政策の推進体制 

生産上の課題 

研究開発 

パーム油高騰による生産コストの上昇 

大統領をヘッドに13省庁の閣僚等 
から構成される国家委員会 

エネルギー源確保による石油輸入依存度軽減 

雇用創出、貧困対策 

パーム油、ジャトロファ、キャッサバ、サトウキビ パーム油 

パーム油高騰による生産コストの上昇 

バイオディーゼルの引火点・流動点の改善 

バイオディーゼル バイオディーゼル、バイオエタノール 

マレーシア インドネシア 

170,000250,000

プランテーション産業省と国際貿易産業省等 

パーム油産業の振興、石油輸入依存度の削減 

ジャトロファ、ココナッツオイル、スィートソルガム、 
サゴ、とうもろこしからのバイオ燃料生産 

資料：筆者作成． 
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注
（1）
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
（Jatrop

h
a 
cu
rcas

）
と
は
、
干

ば
つ
や
害
虫
に
も
強
い
低
木
で
あ
る
。 

　
（2）U

S
D
A
-F
A
S

（
２
０
０
９
）
に
よ
る
パ
ー
ム
油
需

要
量
を
、F

.O
.L
ich
t

（
２
０
０
８
）
に
よ
る
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
向
け
パ
ー
ム
油
仕
向
け
量
で
除
し

て
算
出
。 

　
（3）
２
０
０
７
年
１２
月
に
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
。 

　
（4）
１
ル
ピ
ア
＝
０
・
０
０
９
１
円
（
２
０
０
９
年
５

月
２５
日
時
点
）。 

　
（5）
１
ド
ル
＝
１
０，
２
４
０
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ル
ピ
ア
（
２

０
０
９
年
５
月
２５
日
時
点
）。 

　
（6）
E
U
の
製
造
コ
ス
ト
、
輸
送
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

T
a
n（
２
０
０
７
）
を
使
用
。
E
U
の
菜
種
価
格

はR
ape 

oil, 
H
am
burg,fob 

ex-m
ill

の
２
０
０

７
年
９
月
時
点
の
価
格
を
使
用
。 

　
（7）
２
０
０
７
年
１１
月
末
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
結

果
。 

　
（8）
１
マ
レ
ー
シ
ア
リ
ン
ギ
＝
２７
・
１６
円
（
２
０
０
９

年
５
月
２５
日
時
点
） 

　
（9）
生
物
多
様
性
の
高
い
土
地
と
は
、
a）

人
的
活
動
が

な
い
こ
と
に
加
え
、
自
然
生
態
系
へ
の
人
為
的
影

響
が
無
い
原
生
林
・
未
開
発
森
林
、
b）

法
規
制
に

よ
り
、
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
た
地
域
、
c）

生
物

多
様
性
の
高
い
自
然
草
地
、
生
物
多
様
性
の
高
い

非
自
然
草
地
（
多
用
な
生
物
種
が
生
息
し
、
人
為

的
介
入
が
無
け
れ
ば
消
滅
す
る
土
地
を
指
す
。
た

だ
し
、
原
料
調
達
が
草
地
の
維
持
に
必
要
不
可
欠

と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
生
産
は
認
め
ら
れ
る
）（
欧

州
議
会
２
０
０
８
）。 

　
（10）
炭
素
貯
留
の
高
い
土
地
と
は
、
a）

土
地
が
永
続
的

ま
た
は
１
年
の
大
半
の
間
、
水
に
覆
わ
れ
て
い
る

湿
地
、
b）

生
育
密
度
が
高
く
（
樹
高
５
ｍ
以
上
、

林
冠
３０
％
以
上
）、
１
ha
以
上
連
続
し
た
森
林
、
c）

樹
高
５
ｍ
以
上
、
林
冠
１０
〜
３０
％
で
１
ha
以
上
連

続
し
た
森
林
。
た
だ
し
、
G
H
G
算
定
に
お
い
て

土
地
利
用
変
化
に
よ
る
排
出
を
考
慮
す
る
場
合
は
、

生
産
は
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
泥
炭
地
で
の
原
料

の
生
産
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
原
料
生
産
が

土
壌
流
出
に
つ
な
が
ら
な
い
と
立
証
さ
れ
た
場
合

は
、
生
産
は
認
め
ら
れ
る
（
欧
州
議
会
２
０
０
８
）。 

　
（11）
欧
州
委
員
会
に
よ
る
デ
フ
ォ
ル
ト
値
で
あ
り
、
一

般
的
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
場
合
、
総
排
出
量
は
６８

g
C
O
2
e/M
J

と
な
り
、
化
石
燃
料
に
対
す
る

G
H
G
削
減
率
は
１９
％
と
な
る
。
搾
油
時
に
メ
タ

ン
を
回
収
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
場
合
は
、
総
排
出
量

は
３７g

C
O
2
e/M
J

と
な
り
、
化
石
燃
料
に
対
す
る

G
H
G
削
減
率
は
５６
％
と
な
る
（
欧
州
議
会
２
０

０
８
）。 
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